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観点別評価問題の解答

問題番号 解　　答 評価規準 つまずきと指導の手だて
1 ①

〜
⑥

①　1400 ②　 7
③　 57 ④　 57
⑤　 5 ⑥　200

思判表比や割合を用いた問
題解決の仕方を、図や式
を用いて説明している。

牛乳、コーヒー、コーヒー牛乳の
３つの割合を表す数を図で確かめ
させ、５年の割合や比を用いれば
よいことをおさえる。

2 〈図〉㋑、〈式〉㋖ 思判表等しい比のつくり方
を図と式の両方で考え、
説明している。

前項と後項に同じ数をかけること
で、等しい比をつくることができ
ることをおさえる。

第 5単元　比Ⓑ

▲

 思考力・判断力・ 
表現力の評価

▲

 主体的に学習に 
取り組む態度の 
評価

評価 Ａ Ｂ Ｃ
正答数 5問以上 4～ 3問 2～ 0問

評価 Ａ Ｂ Ｃ
選択内容
記述内容

3項目とも意欲的で
あり、感想とさらに
学習したいことの 2
つの観点で書かれて
いる。

3項目ともおおむね
意欲的であり、感想
とさらに学習したい
ことのどちらかの観
点で書かれている。

どの項目も消極的で
あり、感想やさらに
学習したいことが書
かれていない。

問題番号 配点 解　　答（許容） 評価規準 つまずきと指導の手だて
1 ① 20

（各 5）
式　10÷2＝5、3×5＝15
　　（3÷2＝1.5、10×1.5＝15）
答　15mL

知技比に着目して、
未知数を求めるこ
とができる。

表を縦に見る場合と横に見る場合
が考えられる。横に見る場合は比
の値に相当する。

② 式　12÷3＝4、2×4＝8 
　　（3÷2＝1.5、□×1.5＝12、 
　　□＝12÷1.5＝8）
答　 8 mL

2 ①
②

10
（各 5）

①　㋐ 3　㋑ 3　㋒27（完答）
②　㋐ 3　㋑ 3　㋒ 8（完答）

知技比の相等関係を
理解している。

両辺の前項どうし、後項どうしの
割合が等しくなっていることを確
認させる。3 10 ㋒（と）㋓（順不同、完答）

4 ①
②

10
（各 5）

①　 25 　　②　
1
3

知技比の値を求める
ことができる。

小数、分数で表された比でも前項
÷後項で比の値を求めることがで
きることをおさえる。

5 ①
②

10
（各 5）

①　 1： 3
②　 9：10

知技比を簡単にする
ことができる。

前項と後項に同じ数をかけても、
前項と後項を同じ数でわっても、
比は変わらないことを、具体的に
示して確認する。その上で比を簡
単にすることの意味や未知数の求
め方を考えさせる。

6 ① 20
（各 5）

式　 10÷2＝5、15÷5＝3
答　 3

知技比の相等関係を
利用して、未知数
を求めることがで
きる。

② 式　 16÷4＝4、12×4＝48
答　48

7 10
（各 5）

式　 横の長さを x cmとする。 
4 ： 5 ＝48：x 
x＝ 5×12＝60

　　（48× 54 ＝60も可）
答　60cm

知技比の相等関係を
適用して問題を解
くことができる。

比例式を立てるとき、縦と横の比
と長さが対応するように注意させ
る。

8 10
（各 5）

式　1000× 38 ＝375

答　375円

式を考えるとき、全体に対する妹
の割合に気づかせる。

第 5単元　比Ⓐ


